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エネルギー回収型リニアック(ERL)に基づく放射光源の電子源には、低エミ

ッタンス、かつ大電流の電子ビーム供給が不可欠であり、この最有力候補とし

て半導体カソードを用いた 500kV 直流型電子銃の開発が各所で進められてい

る。この電子銃に課せられている最も厳しい要求は、10 mA 以上の高い平均

ビーム電流を長時間、安定供給し続けることである。その理由は、引き出すビ

ーム電流が非常に大きいため、良い真空環境と雖も電子銃の電極間に存在

するわずかな残留ガスもイオン化され、カソードへ逆加速し、カソード表面へダ

メージを与える影響が無視できないことにあり、カソードの高い量子効率を実

用的な時間（数十時間以上）維持するには 10-10 Pa 台以下の極高真空の生成

が最も重要な課題となっている。 

 KEK では、JAEA に続く 500 kV 電子銃２号機の開発を進めており、10-10 Pa

台以下の極高真空生成を実現すべく、装置を構成する全ての部品からの全ガ

ス放出速度の測定を行い、現装置に装着可能で現実的な排気速度 1~2x104 

L/s にて 1x10-10 Pa 到達が可能であるかどうか（装置全体の全ガス放出速度

が 2x10-9 Pa・m3/s 以下であること）の確認を進めている。 

昨年度製作した電子銃真空容器およびセラミック加速管について、単独で

の全ガス放出速度の測定を実施し、それぞれ 4.6x10-11 Pa・m3/s、4.6x10-10 

Pa・m3/s(セラミック管 2 組分合計)の全ガス放出速度が得られ、現時点では特

に極高真空生成の上で大問題となる大きなガス源が無いことを確認している。

2011 年度は、構成部品を全てのガス放出速度測定を実施し、問題が無いこと

を確認した上で電子銃を組上げ、1x10-10Pa の極高真空の生成試験、および

500kV 印加試験を実施する予定である。 

   
図：チタン製電子銃容器(左)、セラミック管（中央）、ガス放出速度測定結果(右) 


